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論文審査結果の要旨 

本論文は、左室機能障害を有する冠動脈疾患患者における Lipoprotein(a)値が長期経過

にどのような影響を与えるかを始めて検討した臨床的に意義ある論文である。近年、日本

社会の高齢化に伴い、心不全患者の罹患者数は大きく増加していることは医療社会・経済

においても大きな問題である。冠動脈疾患に対する治療の発展は著しく、冠動脈疾患患者

の生命予後は改善してきているが、逆に冠動脈疾患患者の心不全発症による入院が増加し

て予後を規定している。今後心不全の再入院を減少させることは非常に注目されている分

野であり価値のある研究と考える。心不全の治療として本論文は動脈硬化のリスク因子で

ある Lipoprotein(a)への介入が心不全発症の予防につながる可能性があるという新規観

点を見出した。統計的解析によって、左室機能障害を有する冠動脈疾患症例で

Lipoprotein(a)が長期的な臨床経過の予測因子になり得るという結論を導いたことは極め

て意義深い。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 


